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2015 年度の授業目標とその定義、及び授業の流れは表 1 のとおりである。 










査実施期間は 2015 年 8 月から 2016 年 3 月までであり、その間、「打合せ会」は 12 回行
われた（表 2 参照）。「打合せ会」は 2015 年度に当該実践に関わった日本語教師計 4 名の
みで行われており、筆者は参加していない。「打合せ会」での語りを、IC レコーダーに録
音し文字化したものを分析した。なお、表 2 の段階に関しては第 4 章に後述する。 
3.4 調査協力者と筆者の関係性 
調査協力者は A 日本語学校に勤務し、2015 年度「卒業制作プロジェクト」に関わった
日本語教師 4 名である（表 3 参照）。この中で古参教師とは、筆者とともに「卒業制作プ
ロジェクト」の立ち上げに関わった教師であり、新参教師とは 2015 年度から新たに関わ
ることになった教師である。つまり、日本語教師歴の長短ではない。また、筆者は A 日本
語学校に 2002 年 4 月から 2015 年 3 月まで勤務し、古参教師とは同僚として 9 年間、ま
た新参教師らとは同僚として約 1 年間勤務した。その間、古参教師とは 2007 年度にとも
に「卒業制作プロジェクト」を立ち上げ、以後、ともに継続して 8 年間関わった。 










表 2 調査対象の範囲 
段階 打合せ回数及び日時 授業内容 打合せ内容 
第 1 段階 1 回目 2015 年 8 月 3 日 発表活動 「卒業制作」オリエンテーション 
第 2 段階 2 回目 2015 年 8 月 28 日 発表活動 「発表活動」見学後の感想 
 3 回目 2015 年 9 月 4 日 スピーチ スピーチから「卒業制作」までの流れ確認 
 4 回目 2015 年 10 月 26 日 スピーチ スピーチ大会打合せ 
第 3 段階 5 回目 2015 年 11 月 10 日 スピーチ 授業「卒業制作」の目標について 
 6 回目 2015 年 11 月 11 日 スピーチ スピーチ大会の代表選出について 
 7 回目 2015 年 12 月 15 日 卒業制作 成果発表に向けて 
第 4 段階 8 回目 2015 年 12 月 22 日 卒業制作 「卒業制作」に対する教師の悩み相談 
第 5 段階 9 回目 2016 年 1 月 25 日 卒業制作 学生からの本音の吐露について 
 10 回目 2016 年 2 月 12 日 卒業制作 途中経過を見ての振り返り 
 11 回目 2016 年 2 月 23 日 卒業制作 成果発表直後の振り返り 
第 6 段階 12 回目 2016 年 3 月 23 日 卒業制作 「卒業制作」終了後の振り返り 
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3.5 分析方法 


















うとするステップが見られた 6 回分を第 1 段階から第 6 段階とし（表 2 参照）、それぞれ
節を分け、段階毎における実践メンバー間のやりとりを記述していく。なお、教師の語り
の直接の引用はゴシック体で【 】内に示す。 
4.1 第 1 段階 古参教師が授業目標とその形成過程を伝える 





表 3 調査協力者概要（2015 年 8 月時） 
教師名（仮名）及び教師間の関係 教育機関内での立場 日本語教師歴 機関への所属年数 
丸山先生（古参教師） 教務主任 9 年 9 年  
新井先生（新参教師） 常勤講師 10 年 1 年 6 ヶ月 
澤先生（新参教師） 常勤講師 4 年 1 年 3 ヶ月 

























































「卒業制作」は 2007 年度から行われているが、現在（2015 年度）の目標「自己発見・他
者理解」を掲げることになったのは 2013 年度からである。目標が変わったきっかけは次



























4.2 第 2 段階 古参教師が実践シミュレーションを媒介に授業目標を伝える 
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バーがやりとりによって【引っ張り出してくれた】からだと分析した。 
4.3 第 3 段階 実践での学生の問題を媒介に古参教師が授業目標を伝える 















































4.4 第 4 段階 古参教師が授業目標を伝えることをあきらめる 
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4.5 第 5 段階 新参教師が学生の変容から授業目標を理解する 









































































4.6 第 6 段階 個々の教師が実践の意義づけを持ち寄り再構成する 
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